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土田杏村の生涯教育論構想

米 山 光 儀
（慶応義塾大学大学院）

は じ め に

土田杏村の名は一般の人々に馴染み深いとは言えないかもしれない。しかし，彼が
関係した自由大学運動の研究が1960年代後半から多くなされるようになり，それにつ
れて杏村も衆目を集めるようになってきている。最近，『土田杏村全集』が復刻さ
れ，土田杏村への関心は日増しに高まりつつある状況にある。
土田杏村は，1934年に43歳という若さで没するまで，病身であったにもかかわらず

精力的な執筆活動を続けた。しかし，彼は長い間「忘れられた思想家」であった。そ
の背景には彼の思想の独自性ということがあるように思われる。杏村は生涯，一介の
在野の文明批評家として自らの基本的立場である文化主義を主張し続けた。彼の文化
主義は，当時ひとつの大きな潮流をなしていた新カント派哲学に依存するところが多

（１）い「文化価値の実現を努める主張」であったが，彼は新カント派哲学の立場にとどま
ることなくマルクス主義に接近し，マルクス主義の文化主義的再編成を試みたのであ
（２）
った。それ故に彼は新カント派陣営からもマルクス主義陣営からも一定の距離をもつ
ことになり，思想の色分けによって人物を評価しがちな我が国で，彼は正当に評価さ
れてこなかったのである。今日なお杏村を正当に評価する土壌は十分に成熟している
とは言えない。加えて，杏村が活躍した1920年代という時代背景の歴史的位置づけの
困難さもあって，杏村の全体像の解明ならびにその評価は，なお今後の大きな課題と
いうべきである。
さて本稿は土田杏村の全体像を解明しようとするものではない。それは，杏村の教
育に関する論文,とりわけ自由大学論，プロレットカルト論を取り上げることによっ
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土田杏村の生涯教育論構想２７７
（４）

ルが講師を承知したことを知らせ，さらに６月30日付の封書で「信濃自由大学」趣意
害の草案を送るとともに，別封で恒藤恭が講座をもてるであろうことを書き送ってい

（５）
る。このように山越の提案に対して杏村は積極的に対応し，極めてはやいテンポで準
備を進めていったのであった。ここに私たちは杏村の自由大学への期待の大きさを読
みとることができる。一方でまた，杏村のこの積極さが山越たちを刺激し，自由大学
の設立を実現させたとみられよう。
このように自由大学設立に積極的であった土田杏村は，自由大学の理念について最
も多く語っている。彼は病身であったために，直接に講師として自由大学に参加する
ことは少なかったけれども，自由大学運動に対する熱意はいつまでも変わることがな
かった。彼が書いた自由大学のパンフレット類は，彼の著書『改訂・農村問題の社会
学的基礎』（1932年１月刊）に収録されているが，その解題の中で彼は，「発展して
いった自由大学も，私が大正十二年に病を得，事務に熱中することが出来なくなって
から，自然に衰頽していったのは遺憾のことであった。私は今この運動に専心するだ
けの健康を持たない。将来何人かこの事業に全身を投ずる人の出現することを望ん
で，今はこの過去の記録をここに輯載して置かうと思ふ。日本は到るところ人材を要
求してゐる。自由大学運動，消費組合運動，新政党組織運動こそは，実にそれの最た

（６）
るものであるといってよい｡｣と述べている。自由大学運動がすでに衰退していた時点
で書かれたこの解題の中に，彼の自由大学運動への期待の持続をはっきりと読みとる
ことができる。
それでは，杏村は自由大学にいかなる理念を盛り込んだのであろうか。自由大学に

関する彼の文書の中に，それをうかがってみることにしよう。
それは，信濃自由大学設立に先立って書かれた『信濃自由大学趣意書』の中に最も
よくあらわれている。杏村は次のように書いている。

学問の中央集権的傾向を打破し，地方一般の民衆が其の産業に従事しつつ，自由
に大学教育を受くる機会を得んが為めに，総合長期の講座を開き，主として文化学
的研究を為し，何人にも公開する事を目的と致しますが，従来の夏期講習等に於け
る如く断片短期的研究となる事無く，統一連続的の研究に努め，且つ開講時以外に

（７）
於ける会員の自学自習の指導にも関与する事を努めます。

杏村はその後，自らの教育論に拠りつつ，さらに自由大学の理論化を行っていくの
である｡
「教育とは，其れを受ける事により，実利的に何等かの便益を得る事にだけ止まる

ものでは無いと思ふ。我々が銘々自分を教育して，一歩一歩人格の自律を達して行く
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土田杏村の生涯教育論構想２８３

がなされていた。すなわち，補習教育，補助制度，大学拡張運動，夏期大学などがそ
れである。しかし，それらの試みは学校制度の欠陥を根本的に克服しようとしたもの
ではなく，その存続を前提に，補完を図ったにすぎないものであった。したがって，
杏村は当然にまたそれらの試みに対して批判の言を投げかけている。
まず，補習教育に対しては，「学校は労働を為しつつ終生学ぶ教育の場所である。㈱

其の何れを指して補習と呼ぶ事が出来るか｡」と「補習」という考えそのものが教育
においては成り立たないことを指摘する。また，補助制度＝育英制度に対しては，

帥
「人物経済の思想」であると排し，「我々は教育を恩恵として切願するのでは無い。
人間として正当な権利として，随って共同社会に対する正当な義務として，此れを要

倒
求するのである」と，権利としての教育を主張するのである。さらに，外形的には自
由大学と似ていた大学拡張運動や夏期大学に対しても，自由大学とは本質的に異なる
ものとして批判する。「大学拡張教育は，教育の上に於ける一の温情主義の発揮であ
り，其の意義はやはり恩恵的である。大学は学校としての大学教育を以て其の目的を
完結する。大学拡張運動は其の正当の目的以外である。随って此の教育の内容は，徒
らに大学を中心としての中央集権的のものとなり，教育に於ける地方主義，自治主義

㈱
を発揮する事が出来ない」と，彼は大学拡張運動の恩恵的，中央集権的性格を批判す
る。また夏期大学に対しては，講義の断片性，聴講性と主催機関との分離などを批判句
している。杏村にとって夏期大学は，「形式ばかり大きく内容の空っぽなもの」でし
かなかったのである。
以上のように杏村は現実の教育体制を批判するが，その批判は彼の教育論に依拠し

た首尾一貫したものであった。しかも，それは教育体制改革に対して，彼が本来的教
育形態と考えた自由大学を拡げていくことによって，間接的に漸次改革していくとい
う改革のプログラムをもっての批判であった。したがって，それは単なる批判に終ら
ない，創造的な批判であったということができる。

３新教育制度論

杏村は現実の教育制度に対し，単に批判を加えただけではない。彼は新しい体系的
な教育制度の構想を持っていた。次に，それをみてみよう。
「日本の教育は，今や一の行き詰まりに際会しつつある。入学を希望するものに全61

く異常といってよい入学難があり，卒業したものに全く絶望的な就職難がある」とい
う当時の教育状況は，社会意識を変化させたと杏村は考える。その変化とは，「社会

鋤は投資と教育とを別々のものにすることを希求するやうになった」こと，「教育が指
導者と被指導者との間に運命的なる階級的一線を画することを社会は希はないやうに
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